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第３回新しい「三重のものづくり産業」のあり方検討
有識者会議

新しい「三重のものづくり産業」のあり方を実現する
ロードマップ案

資料４



3.1 ものづくり企業の変革力の強化
3.1.1 企業の変革力の強化

新しい「三重のものづくり産業」のあり方を実現するロードマップ案（短期詳細） Draft

• 先駆的にDXに挑戦する企業の後
押し（DX推進牽引モデル企業育
成）
→「官」が変革力強化事例の創出・
共有を主導（特に変革事例）

• 変革を促す地域コミュニティの形成
→交流の場を「産学官金」で創出

• 変革力強化セミナー
→DXの意義・意味・変革の必要性
を理解するセミナーを「学官金」が
開催

• 先駆的にDXに挑戦する企業の後
押し（DX推進牽引モデル企業育
成）
→変革力強化事例創出の面展開

• 変革を促す地域コミュニティの形成
→交流の場でDXイベントを「産学
官金」で開催

• 新事業・DXピッチ
→DX専門家・投資家等からの支援
を得るプレゼンイベントを「学官金」
が開催（優秀者には補助等付与）

• 先駆的にDXに挑戦する企業の後
押し（DX推進牽引モデル企業育
成）
→変革力強化事例創出の面展開

• 変革を促す地域コミュニティの形成
→交流の場でDXイベントを「産学
官金」で継続開催

• 新事業・DXピッチ
→DX専門家・投資家等からの支援
を得るプレゼンイベントを「学官金」
が開催（優秀者には補助等付与）

令和3年度 4年度 5年度

マ
イ
ル

ス
ト
ー
ン

6年度

DX推進牽引モデル企業
事例報告会

変革・DXシンポジウム
（事例共有）

（
１
）
三
重
の
も
の
づ
く
り

企
業
の
変
革
力
の
強
化

• サプライチェーンDX展開に向けた
実証プランの検討
→ハンズオンによる実証案件企画
支援と支援グループの組成を「産
官」で主導

• 「サポーティングパートナーズ（SP）
（仮称）」による支援
→「官」がSPの選定・登録・公開と企
業支援の試行開始

• サプライチェーンDX展開に向けた
実証プランの検討
→「産官金」で技術・資金支援し、実
証を開始

• 「SP（仮称）」による支援
→ 「産官」がSPによる本格支援を開
始し、支援事例を共有

• サプライチェーンDX展開に向けた
実証プランの検討
→成果報告・事例共有を「産学官
金」で支援

• 「SP（仮称）」による支援
→ 「産官」がSPによる支援実績の
蓄積・支援事例を共有

（
２
）
身
の
丈
に
合
っ
た

デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用

の
促
進

変革・DXシンポジウム
（事例共有）

2



3.1 ものづくり企業の変革力の強化
3.1.2 デジタル技術の強化

新しい「三重のものづくり産業」のあり方を実現するロードマップ案（短期詳細） Draft

• 先駆的にDXに挑戦する企業の後
押し（DX推進牽引モデル企業育
成）
→「官」が効率強化事例の創出・共
有を主導（主にコストダウン事例）

• 「SP（仮称）」による支援
→「官」がSPの選定・登録・公開・
支援試行

• 地域金融機関による経営改善と
DX推進
→「金」が県内企業の経営改善とＤ
Ｘ推進に向けた伴走支援を実施

• 先駆的にDXに挑戦する企業の後
押し（DX推進牽引モデル企業育
成）
→「官」が効率強化事例の・共有を
主導

• 「SP（仮称）」による支援
→「官」がSPを活用した県内企業
へのデジタル技術導入を支援

• 地域金融機関による経営改善と
DX推進
→「金」が県内企業の経営改善と
DX推進事例を共有

• 先駆的にDXに挑戦する企業の後
押し（DX推進牽引モデル企業育
成）
→「官」が効率強化事例を共有・普
及

• 「SP（仮称）」による支援
→「官」がSPを活用した県内企業
へのデジタル技術導入を支援

• 地域金融機関による経営改善と
DX推進
→「金」が県内企業の経営改善と
DX推進支援を面的に展開・普及

令和3年度 4年度 5年度

マ
イ
ル

ス
ト
ー
ン

6年度

SP*1（仮称）
公表

ADXO*2（仮称）
設立・運営開始

（
１
）
三
重
の
も
の
づ
く
り
企
業
に
お
け
る

Ｄ
Ｘ
導
入
の

成
功
モ
デ
ル
の
創
出

• 「デジタルものづくり推進拠点
（ADXO）（仮称）」の設立準備
→「産官学金」で設立準備室（チー
ム）立上げし、機能を定義

• 「ADXO（仮称）」の設立・機能発揮
のための政府資金獲得
→「産官学金」で内閣府地方大学・
地域産業創生交付金等の活用・提
案を検討

• 「ADXO（仮称）」の設立
→「産官学金」でADXOを活用して
DX推進支援

• 「ADXO（仮称）」をハブとするものづ
くり企業のDX化と実証フィールド提
供
→「産官学金」が連携してDXを推進
し、県内で新産業・事業を創生する
事業を組成

• 「ADXO（仮称）」の運営
→「産官学金」でADXOを運営し、
DX推進機関として機能発揮

• 「ADXO（仮称）」をハブとするものづ
くり企業のDX化と実証成果創出
→「産官学金」が連携してDXを推進
し、県内で新産業・事業を創生する
事業を組成

（
２
）
デ
ジ
タ
ル

も
の
づ
く
り
の

推
進
拠
点
（
仮
称
）
を
設
立

*1: サポーティングパートナーズ *2: デジタルものづくり推進拠点3



3.2 人材確保・育成
3.2.1 変革を実現する人材の育成・確保と強化

新しい「三重のものづくり産業」のあり方を実現するロードマップ案（短期詳細） Draft

令和3年度 4年度 5年度

マ
イ
ル

ス
ト
ー
ン

6年度

DX寺子屋（仮称）
開講

DX人材
一期生輩出

• 「DX寺子屋（仮称）」の開講と「DX伝道
師（仮称） 」の育成
→「産学官金」で設立準備室（チーム）
立上げし、リーダー向け教育の運営体
制構築

• 「DX寺子屋（仮称） 」の運営と「DX伝道
師（仮称） 」の増強
→「産学官金」でリーダー向けDX教育
を提供

• 「DX寺子屋（仮称） 」の運営と「DX伝道
師（仮称） 」の面展開
→「産学官金」でリーダー向けDX教育
を提供。輩出人材の活躍事例を共有

（
１
）
三
重
の
も
の

づ
く
り

経
営
者
の

意
識
改
革

• 「DX寺子屋（仮称） 」の開講と「DX伝道
師（仮称） 」の育成
→「産学官金」で設立準備室（チーム）
立上げし、若手向け教育の運営体制を
構築

• 「DX寺子屋（仮称） 」の運営と「DX伝道
師（仮称） 」の増強
→「産学官金」で若手向けDXビジネス
プラン教育を提供

• 「DX寺子屋（仮称） 」の運営と「DX伝道
師（仮称） 」の面展開
→「産学官金」で若手向けDXビジネス
プラン教育を提供。輩出人材の活躍事
例を共有

（
２
）
若
手
や
次
世

代
の

リ
ー
ダ
ー
育
成

• DXリカレント教育の体系・体制構築
→「産学官」で教育内容を検討

• DXリカレント教育の提供開始
→「産学官」で教育サービスを特定拠
点で提供

• DXリカレント教育の提供開始
→「産学官」で教育サービスを面的に
提供

（
３
）
も
の
づ
く
り

企
業
の
人
材
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

• デジタル人材UIターン促進事業
→「学官」でUIターン・移住事業と連携
し、人材招聘・勧誘。三重県のデジタル
自治体化支援や、大学とのクロスアポ
イントメント制度の活用を検討

• デジタル人材UIターン促進事業
→「学官」でUIターン・移住事業と連携
し、人材を移住・定住させる

• デジタル人材UIターン促進事業
→「学官」でUIターン・移住事業と連携
し、人材を定着・増加させる

（
４
）
県
外
か
ら
の

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
含

む
人
材
の
確
保

DX人材
二期生輩出

DX人材
三期生輩出
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3.3 企業間のつながりの構築と基盤整備
3.3.1 サプライチェーンのＤＸの推進

新しい「三重のものづくり産業」のあり方を実現するロードマップ案（短期詳細） Draft

• サプライチェーンDX展開に向けた
実証プランの検討
→「産官」でハンズオンによる実証
案件企画支援と支援グループの組
成を主導

• サプライチェーンDX展開に向けた
実証プランの検討
→「産官金」で技術・資金支援し、実
証を開始

• サプライチェーンDX展開に向けた
実証プランの検討
→成果報告・事例共有を「産学官
金」で支援

令和3年度 4年度 5年度

マ
イ
ル

ス
ト
ー
ン

6年度

サプライチェーンDX
実証プラン公表

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

Ｄ
Ｘ
の
推
進

サプライチェーンDX
開始キックオフ

サプライチェーンDX
成果報告
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3.3 企業間のつながりの構築と基盤整備
3.3.2 デジタル分野のインフラ整備

新しい「三重のものづくり産業」のあり方を実現するロードマップ案（短期詳細） Draft

• 「デジタルツイン」の情報共有基盤
の形成（構想・基礎調査）
→技術動向・市場性確認調査等の
基礎調査を「官」主導で「産学金」と
連携し、検討

• 「デジタルツイン」の情報共有基盤
の形成（実現可能性調査）
→実現可能性調査、試行・実証計
画を「官」主導で「産学金」と連携し、
検討

• 「デジタルツイン」の情報共有基盤
の形成（試行・実証）
→プロトトタイプ制作と実証試験を
「官」主導で「産学金」と連携し、検
討

令和3年度 4年度 5年度

マ
イ
ル

ス
ト
ー
ン

6年度

デジタルツイン情報共有基盤
基本構想提示

データプラット
フォーム試行開始

（
１
）
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
整
備

• 「デジタルツイン」の情報共有基盤
の形成（構想・基礎調査）
→ものづくり企業のデータ利活用
ニーズ調査、オープンデータ収集、
基本計画策定を「官」主導で「産学
金」と連携し、検討

• 「デジタルツイン」の情報共有基盤
の形成（実現可能性調査）
→ものづくり企業によるデータ利活
用の促進策の検討、実現可能性調
査、アクションプランを「官」主導で
「産学金」と連携し、検討

• 「デジタルツイン」の情報共有基盤
の形成（試行・実証）
→ものづくり企業によるデータ利活
用の試行を「官」主導で「産学金」と
連携し、検討

（
２
）
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
デ
ー

タ
活
用
促
進
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